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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクであって、担持
リングと、この担持リングの外周に取り付けられ、弾性を有する高分子材料製の支持リン
グとからなるものにおいて、
　前記担持リング（２）が、その外縁部（６）における側面（５）の少なくとも一方の側
に側方リング（７）を有し、この側方リングが、当該外縁部（６）に対して間隔（８）を
もって配置され、かつ支持部（９）を介して前記担持リング（２）に接合され、
　前記担持リング（２）及び前記側方リング（７）が、それぞれの外周に同じく支持リン
グ（３、10）を有し、
　前記支持部（９）の間のそれぞれの領域に、冷却空気のためのスリット（２１）が設け
られていることを特徴とする支持ディスク。
【請求項２】
　前記担持リング（２）ならびに前記側方リング（７）及び前記支持部（９）が、同一の
材料で形成された一体の部材からなることを特徴とする請求項１に記載の支持ディスク。
【請求項３】
　前記支持部（９）が複数設けられ、各支持部（９）が周方向で同じ角度間隔（11）をも
って配置されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の支持ディスク。
【請求項４】
　前記支持部（９）が前記担持リング（２）の前記外縁部（６）からなり、当該外縁部６
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）が前記側方リング（７）を結合するための畝状部（４）を有することを特徴とする請求
項１から３のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項５】
　前記支持部（９）がスタブ型支持部（15）の形状を有することを特徴とする請求項１か
ら３のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項６】
　前記支持部（９）がスポーク状に形成されており、かつ前記担持リング（２）のハブ（
13）に接続されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の支持ディ
スク。
【請求項７】
　前記支持部（９）がタービン羽（16）様の形状をなすことを特徴とする請求項６に記載
の支持ディスク。
【請求項８】
　前記支持リング（３、10）がそれぞれ、前記担持リング（２）及び前記側方リング（７
）と摩擦結合により接合していることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載
の支持ディスク。
【請求項９】
　前記支持リング（３、10）がそれぞれ、前記担持リング（２）及び前記側方リング（７
）と嵌合結合により接合していることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載
の支持ディスク。
【請求項１０】
　前記支持リング（３、10）の転がり面に半径方向のパターンが設けられていることを特
徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項１１】
　前記担持リング（２）がプラスチック又は金属から形成されていることを特徴とする請
求項１から１０のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項１２】
　前記担持リング（２）がアルミニウムから形成されていることを特徴とする請求項１１
に記載の支持ディスク。
【請求項１３】
　前記担持リング（２）が、プラスチックからなり、かつ当該担持リング（２）のハブ（
13）に金属製のブッシュ（17）が設けられていることを特徴とする請求項１から１０のい
ずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項１４】
　前記担持リング（２）の外縁部（６）がリム形状に形成されていることを特徴とする請
求項１から１３のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項１５】
　前記支持リング（３、10）が、ショアA90°より大きな硬度の、弾性を有する高分子材
料からなることを特徴とする請求項１から１４のいずれか一項に記載の支持ディスク。
【請求項１６】
　前記弾性を有する高分子材料がポリウレタンであることを特徴とする請求項１５に記載
の支持ディスク。
【請求項１７】
　オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクを製造する方法
であって、当該支持ディスクが、担持リングと、この担持リングの外周に取り付けられて
いる弾性を有する高分子材料製の支持リングとからなるものにおいて、
　前記担持リング（２）を形成し、当該担持リング（２）の外縁部（６）において、側面
の少なくとも一方に、支持部（９）を介して当該担持リング（２）に接合されて軸方向に
突出するリムが形成され、
　前記担持リング（２）及び前記リムのそれぞれの外周に、支持リング（３、10）を設け
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、
　それに引き続き、前記担持リング（２）と前記リムの間の移行部に切り込みを入れ、前
記担持リング（２）と前記リムを分離して、前記支持部（９）間に存在する空間（22、23
）に向かって開放された環状溝（20）を形成することを含む製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクに関
し、より詳細には、担持リングと、その担持リングの外周に取り付けられている弾性を有
する高分子材料製の支持リングとからなる、オープンエンド紡績機で使用するためのロー
タを支持する支持ディスクに関する。
【０００２】
　オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクには動的な高い
負荷がかかり、高い耐熱性も有していなければならないために、そのような支持ディスク
には高い要求が課せられている。紡績機の運転コストに対して大きな影響を及ぼすことに
なる紡績機のエネルギー消費量もますます重要な問題点となってきている。したがって、
ロータを高速で運転する際にも支持ディスクの摩耗をできるだけ少なく保つことが求めら
れ、これは同様にエネルギー需要にも関係する。
【背景技術】
【０００３】
　一対の支持ディスクを介したオープンエンド紡績機のロータの駆動ならびに支持ディス
クの基本的な設計が示されている（例えば特許文献１参照）。この支持ディスクは、その
外周に高分子材料製の支持リングが取り付けられている担持リングを有する。放熱特性の
改善のために、この支持リングにはその中央部に冷却用の溝が設けられている。
【０００４】
　放熱特性の改善に対して他の可能性が示されている（例えば特許文献２参照）。特許文
献２では、軸方向に接触する少なくとも２つの分割ディスクからなる支持ディスクが形成
され、これらの分割ディスクでは、溝部による部分的な軸方向の隔たりによって、支持デ
ィスクの外周にまで達する窪みが形成されている。これらの分割ディスクの少なくとも一
方に軸方向の打抜き部があり、支持ディスクの回転の際、空気がこの打抜き部を介して窪
みに吸引され、空気は窪みを貫流した後、外周部へ半径方向に吹き出される。この措置に
よって支持ディスク及びロータの熱負荷が減じられる。しかしながら、このような支持デ
ィスクは製造コストが比較的高く、窪み内に汚れ及びリントがたまるおそれがあり、それ
が原因となって支持ディスクの運転に不均一が生じ、かつその結果として製品又は紡績機
が損傷を受ける可能性がある。
【特許文献１】独国特許出願公開第3719445A1号明細書
【特許文献２】独国特許第10027036C2号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来公知の支持ディスクの欠点を回避することであり、かつ、低コストで製
造可能であって、これまで可能であったよりも顕著に高い速度で運転することが可能な、
改善された支持ディスクの提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題は、オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクで
あって、担持リングと、この担持リングの外周に取り付けられている弾性を有する高分子
材料製の支持リングとからなるものにおいて、担持リングが、その外縁部の側面の少なく
とも一方に側方リングを有し、この側方リングが、外縁部に対して間隔をもって配置され
、かつ支持部を介して担持リングに接合され、担持リング及び側方リングが、それぞれの
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外周に同じく支持リングを有することを特徴とする支持ディスクによって解決される。上
記課題は、請求項１及び16の特徴部をもって達成される。請求項１に従属する請求項２か
ら15は、本発明を対象とする有益な発展形態を示している。
【０００７】
　本発明による新規な支持ディスクは、担持リング又は担持ディスクが、その外縁部にお
いて、側面又は面の少なくとも一方の側に側方リングを有し、この側方リングが外縁部に
おいて、担持リングに対して軸方向に間隔をもって配置され、かつ支持部を介して担持リ
ングに接合されており、担持リング及び側方リングの外周に同じく支持リングが設けられ
ていることを特徴とする。この実施形態の場合には、支持ディスクは、いわば片面を彫り
込んで凹状となるように成形された担持リング又は担持ディスクを有し、この担持リング
が支持部を介して側方リングに固く接合されている。このとき、本願においては、担持リ
ングと側方リングの間に、周方向で隣接する支持部の間のそれぞれの領域にスリットが形
成され、支持ディスクが回転運動する際に、このスリットを介して冷却空気を担持リング
の側面又は面に送り込むことのできる支持ディスクが得られる。このように冷却空気を送
り込むために、支持部を相応に形成することが可能である。
【０００８】
　最も簡単な形状の実施形態の場合には、担持リングの外縁部がリム形状に形成され、こ
のリム形状の外縁部を介して側方リングが取り付けられる。その際、側方リングは担持リ
ング及び支持部とともに同一の材料で形成されている一体の部材を形成する。この部材を
、例えばダイカスト法により製造することができ、又は射出成形もしくは押出によって製
造することもできる。
【０００９】
　支持部それ自体は同じ角度間隔で配置されていることが好ましい。その際、少なくとも
３つの支持部が使用される。最も簡単な実施形態の場合には、支持部は、側方リングを結
合するための畝状部を有する担持リングの外縁部からなる。支持部を担持リングそれ自体
から形成することも、又は担持リングの外縁部の裏側、半径方向内側の面から始まるスタ
ブ型支持部の形状に形成することも可能である。しかしながら、好適な実施の形態の場合
には、支持部が、担持リングのハブにまで達するスポーク状又はタービン羽様の形状をも
って形成されている。しかしながら、支持部が、畝状部として形成されているか、スタブ
型支持部として形成されているか、あるいはタービン羽様の形状をもって形成されている
かに関わらず、支持部のその表面は、空気を所望の方向でスリットを介して送ることがで
きるよう、かつ曲面をもって形成されている。この構成により、支持ディスク自体を内側
から冷却することができるばかりではなく、周囲にある部材、例えばロータ、転がり軸受
及び制動片等も冷却することが可能である。この空気流動効果により、装置全体の温度が
低くなり、これにより過熱が防止され、したがって機械部品の寿命が延長される。選択さ
れた支持部の設計形状に応じて、支持ディスクの側方リングの下部の空間から、又は担持
リングと側方リングの間の空間から半径方向外向きに、あるいはまた半径方向内向きに、
逆向きに気流を方向付けることができる。さらに側方ディスクを担持リング又は担持ディ
スクの両面に配置し、支持ディスクを対として配置する場合には、それぞれの支持ディス
クからの気流を、同じ向きとすることも、又は逆向きとすることもできる。
【００１０】
　担持リング及び側方リングのどちらにも支持リングが設けられ、この支持リングを、そ
れ自体公知の方法で担持リングと側方リングのそれぞれに接合させることができる。この
接合は、互いの間の摩擦による摩擦結合により、又は、互いを嵌め合うことによる嵌合結
合により実施することができる。さらに支持リングには、転がり面にパターン、例えば溝
をその半径方向に設けることができる。
【００１１】
　担持リングがプラスチックから製造され、担持リングのハブに金属製のブッシュが設け
られていることが好ましい。これはジャーナルにおける座りの改善という結果をもたらす
。しかしながら、補足すれば、一般的に、側方リングを含む担持リングの全体をプラスチ
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ックから製造することができ、又は金属から製造することもできる。
【００１２】
　支持リングを、ショアA90°より大きな硬度を有するとともに弾性を有する高分子材料
から形成することが好ましい。特に、その弾性を有する高分子材料がポリウレタンである
ことが好ましい。
【００１３】
　本発明による新規の支持ディスクの利点は、全ての窪みに外から十分なアクセスが可能
であり、かつ窪みの箇所を視認することができることにより、良好な放熱が可能となり、
さらにまた特に十分なクリーニングが可能であることにある。
【００１４】
　支持ディスクの製造は、担持リングを形成し、その際、担持リングの外縁部において、
側面の少なくとも一方に、支持部を介して担持リングに接合された軸方向に突出するリム
が形成され、さらに担持リング及びリムの外周に支持リングを設ける。これに引き続き、
担持リングとリムの間の移行部に切り込みを入れることによって、周方向において、隣接
する支持部の間に、リム下部の空間又は担持リングの表面に向かって開放する環状溝を形
成し、リムを担持リングから分離する。これによって、リムは側方リングとなり、担持リ
ングから軸方向に隔置された側方リングが形成される。２つの側方リングが備えられてい
ることを求められる支持ディスクの場合には、担持リングの両側に相応の環状溝を設ける
ことができる。側方リングを担持リングの片側に設ける場合にも、又は両側に設ける場合
にも、環状溝の形状は支持部において同様である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、オープンエンド紡績機で使用するためのロータを支持する支持ディスクであ
って、担持リングと、この担持リングの外周に取り付けられている弾性を有する高分子材
料製の支持リングとからなるものにおいて、担持リングが、その外縁部の側面の少なくと
も一方に側方リングを有し、この側方リングが、外縁部に対して間隔をもって配置され、
かつ支持部を介して担持リングに接合され、担持リング及び側方リングが、それぞれの外
周に同じく支持リングを有する支持ディスクに関する。
【００１６】
　本願構成によれば、低コストで製造可能であって、これまで可能であったよりも顕著に
高い速度で運転することが可能な、改善された支持ディスクが製造される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　さらに、図面に示す実施例に基づき本発明を詳説する。
【００１８】
　以下の実施例では、支持ディスク１をそれぞれ断面図及び透視図で示す。支持ディスク
１は、高分子材料製の支持リング３を有する担持リング２と、同様に支持リング10を有す
る側方リング７とからなる。担持リング２と側方リング７は、射出成形法により製造され
たプラスチック製の一体の部材である。それらは畝状部４として形成されている支持部９
を介して相互に結合されている。支持リング３及び10には、ショアA90°より大きな硬度
を有するポリウレタンが選択される。これら２つの支持リング３及び10は環状溝20によっ
て相互に隔てられている。環状溝20は畝状部４にまで達していてもよいし、畝状部の中に
まで入り込んでいてもよい。担持リング２の外縁部６と側方リング７、ならびに個々の畝
状部４の間にスリット状の開口部21があり、半径方向に側方リング７の下部に位置する空
間22が半径方向外向きに開放されている。このことによって支持ディスク１の回転運動の
際に空気が空間22から外に向かって押し出される。気流は、畝状部４を適宜成形すること
によって、その量及び方向を予め決定することができる。畝状部４自体は同じ角度間隔11
で配置されている。
【００１９】
　図２は、支持ディスク１が、その外周に弾性を有する高分子材料製の支持リング３が設
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けられている担持リング２からなることを示す。この実施例では、支持リング３をショア
A90°より大きな硬度のポリウレタンとすることができる。支持リング３は、例えば接着
剤などにより、担持リング２に化学的に結合されており、かつ頭状、断面Ω字形の環状溝
部14中に嵌合して固定されている。この図において図示されている外縁部６の右側におい
て、担持リング２に側方リング７が取り付けられている。この側方リング７は担持リング
２の外縁部６に対して間隔８をもって配置されている。スタブ型支持部15として形成され
ている支持部９を介して側方リング７は担持リング２に保持されている。担持リング２、
側方リング７及び支持部９は一体的に同じ材料から製造されている。側方リング７はその
外周に同じく、担持リング２の支持リング３と同じ形を有する支持リング10が備えられて
いる。支持部９は同じ角度間隔11で配置されている。開口部21は、環状溝20が設けられる
ことによって形成されている。
【００２０】
　図３は、支持部９がハブ13から半径方向に延伸するタービン羽16のような形状をなす支
持ディスク１の実施形態を示す。この実施形態では、支持部９は担持リング２のハブ13に
直接接続されている。ハブ13は軸方向に延びている。その他の点では図３による実施形態
は、図２による実施形態と同じである。支持リング３及び10は、この実施形態においても
、担持リング２と嵌合結合により接合されている。担持リング２はプラスチックから製造
されており、担持リング２のハブ13には金属製のブッシュ17が取り付けられている。
【００２１】
　支持ディスクの好適な製造方法は次のようにして実現される、つまり、担持リング２の
外縁部６におけるその側面の少なくとも一方に、支持部９を介して担持リング２に接合さ
れているとともに軸方向に突出するリム又は側方リング７を形成する。担持リング２及び
リムの外周に支持リング３、10を取り付ける。それに続いて、リムを担持リング２から支
持部９の間の区間において分離して、リムと担持リング２の間に環状溝20を外側から形成
する。側方リング７の半径方向内側、下部の開放された空間22にスポーク状又はタービン
羽様の支持部９が形成されている場合には、スポーク状又はタービン羽様の支持部16間の
空間23が開放されるまで、環状溝20が延伸される。このようにしてスリット状の開口部21
が支持部９間に設けられ、この開口部９を介して、空気が支持部９の形状に応じて内から
外に又は、逆向きに外から内に導かれる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】畝状部を介して取り付けられた側方リングを備えている担持リングを有する支持
ディスクを示す斜視図であり、一部断面を示す。
【図２】スタブ型支持部を備えた支持ディスクを示す斜視図であり、一部断面を示す。
【図３】側方リングが担持リングにタービン羽を介して固定されている支持ディスクを示
す斜視図であり、一部断面を示す。
【符号の説明】
【００２３】
１　　　支持ディスク
２　　　担持リング
３、１０　　　支持リング
４　　　畝状部
６　　　外縁部
７　　　側方リング
８　　　間隔
９　　　支持部
１１　　　角度間隔
１３　　　ハブ
１４　　　環状溝部
１５　　　スタブ型支持部
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１６　　　スポーク状支持部
１７　　　ブッシュ
２０　　　環状溝
２１　　　開口部
２２、２３　　　空間
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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